
(57)【要約】

【課題】製紙フェルト用多重織基布において、空隙量を

大きく確保することができ、圧縮抵抗性や圧縮回復性に

優れ、且つ製造が容易になるようにする。

【解決手段】複数本の経糸３・４が厚さ方向に重なり合

う多重構造をなし、複数本の経糸が相互に一体化するよ

うに緯糸１１を絡合させた多重織部と、複数本の経糸の

各々に絡合する緯糸１２・１３が厚さ方向に重なり合っ

て一重織の織物層を重ね合わせた状態となる一重織重合

部とからなる単位組織の繰り返しで構成されているもの

とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 本 の 経 糸 が 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う 多 重 構 造 を な す 製 紙 フ ェ ル ト 用 多 重 織 基 布 で あ っ
て 、
　 前 記 複 数 本 の 経 糸 が 相 互 に 一 体 化 す る よ う に 緯 糸 を 絡 合 さ せ た 多 重 織 部 と 、 前 記 複 数 本
の 経 糸 の 各 々 に 絡 合 す る 緯 糸 が 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 っ て 一 重 織 の 織 物 層 を 重 ね 合 わ せ た 状
態 と な る 一 重 織 重 合 部 と か ら な る 単 位 組 織 の 繰 り 返 し で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
製 紙 フ ェ ル ト 用 多 重 織 基 布 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 本 の 経 糸 が 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う 多 重 構 造 を な す 基 布 を 有 す る 製 紙 フ ェ
ル ト 用 多 重 織 基 布 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 湿 紙 の プ レ ス 工 程 で 使 用 さ れ る 製 紙 用 フ ェ ル ト に お い て は 、 高 い 搾 水 性 を 確 保 す る 目 的
で 空 隙 量 が 大 き く な る よ う に 、 経 糸 を 多 重 に 配 し た 構 成 の 基 布 が 採 用 さ れ る こ と が あ り 、
こ の よ う な 多 重 構 造 の 基 布 で は 、 織 機 で 別 々 に 織 り 上 げ ら れ た 複 数 枚 の 織 物 を 重 ね 合 わ せ
た ラ ミ ネ ー ト 構 造 の も の や 、 織 機 で 多 重 織 に 織 り 上 げ た 多 重 織 構 造 の も の が 知 ら れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 多 重 織 構 造 の 基 布 で は 、 多 重 に 配 し た 経 糸 の 全 て に 各 緯 糸 を 絡 合 さ せ た 構 造 、 特 に 二 重
に 配 し た 経 糸 の 双 方 に 各 緯 糸 を 絡 合 さ せ た 二 重 織 の 構 造 が 最 も 一 般 的 で あ り （ 特 許 文 献 １
・ ２ 参 照 ） 、 こ の 他 に 三 重 織 り や 四 重 織 り の 構 造 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。 ま
た ラ ミ ネ ー ト 構 造 の 基 布 で は 、 一 重 織 の 織 物 を ２ 枚 重 ね 合 わ せ た 構 造 や 、 一 重 織 の 織 物 と
二 重 織 の 織 物 と を 重 ね 合 わ せ た 構 造 な ど が 一 般 的 で あ り （ 特 許 文 献 ４ ・ ５ 参 照 ） 、 こ の 他
に も 多 様 な 構 造 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ６ ・ ７ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ５ － ４ ７ ６ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ３ １ ８ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ４ ２ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ６ ９ ８ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ０ ０ ８ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 許 ３ ６ １ ５ ４ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 許 ３ １ ６ ５ ８ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か る に 、 前 記 の 多 重 に 配 し た 経 糸 の 全 て に 各 緯 糸 を 絡 合 さ せ た 多 重 織 構 造 の 基 布 で は
、 経 糸 を 多 重 に 配 し た 割 に は 空 隙 量 が 増 大 し な い 不 都 合 や 、 使 用 中 に 作 用 す る 圧 縮 力 に 対
し て 潰 れ 難 い 圧 縮 抵 抗 性 、 及 び 圧 縮 力 が な く な っ た 際 に 元 の 状 態 に 回 復 す る 圧 縮 回 復 性 が
低 い と い う 不 都 合 を 有 し て お り 、 大 き な 空 隙 量 並 び に 優 れ た 圧 縮 抵 抗 性 及 び 圧 縮 回 復 性 を
を 確 保 す る 観 点 か ら は 、 多 重 織 構 造 よ り も ラ ミ ネ ー ト 構 造 の 方 が 有 利 で あ る 。 し か し な が
ら 、 ラ ミ ネ ー ト 構 造 の 基 布 で は 、 複 数 枚 の 織 物 を 別 々 に 織 り 上 げ る 手 間 を 要 す る 上 に 、 製
造 途 中 で 重 ね 合 わ せ た 複 数 枚 の 織 物 に ず れ が 生 じ 易 く 、 製 造 が 難 し い 難 点 が あ る 。 ま た 一
重 織 の 織 物 を ２ 枚 重 ね た 構 造 で は 、 織 物 の 組 織 に よ っ て は 期 待 す る 程 の 空 隙 量 が 得 ら れ な
い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 消 す る べ く 案 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 主
な 目 的 は 、 空 隙 量 を 大 き く 確 保 す る こ と が で き 、 圧 縮 抵 抗 性 や 圧 縮 回 復 性 に 優 れ 、 且 つ 製
造 が 容 易 に な る よ う に 構 成 さ れ た 製 紙 フ ェ ル ト 用 多 重 織 基 布 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に お い て は 、 複 数 本 の 経 糸 が 厚 さ 方 向 に 重 な
り 合 う 多 重 構 造 を な す 製 紙 フ ェ ル ト 用 多 重 織 基 布 に お い て 、 前 記 複 数 本 の 経 糸 が 相 互 に 一
体 化 す る よ う に 緯 糸 を 絡 合 さ せ た 多 重 織 部 と 、 前 記 複 数 本 の 経 糸 の 各 々 に 絡 合 す る 緯 糸 が
厚 さ 方 向 に 重 な り 合 っ て 一 重 織 の 織 物 層 を 重 ね 合 わ せ た 状 態 と な る 一 重 織 重 合 部 と か ら な
る 単 位 組 織 の 繰 り 返 し で 構 成 さ れ て い る も の と し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に よ る と 、 一 重 織 重 合 部 が 一 重 織 の 織 物 層 を 重 ね 合 わ せ た 構 造 と な っ て い る た め 、
空 隙 量 を 大 き く 確 保 す る と 共 に 優 れ た 圧 縮 抵 抗 性 及 び 圧 縮 回 復 性 を 得 る こ と が で き 、 同 時
に 多 重 織 部 に お い て 緯 糸 が 複 数 本 の 経 糸 を 一 体 化 し て 一 重 織 重 合 部 の ず れ を 抑 制 す る た め
、 製 造 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 、 多 重 織 部 は 、 ２ 本 の 経 糸 が 厚 さ 方 向 に 重 ね て 設 け ら れ た 経 糸 二 重 構 造 で は 、
２ 本 の 経 糸 の 双 方 に 各 緯 糸 を 絡 合 さ せ た 緯 糸 一 重 構 造 と な り 、 ３ 本 以 上 の 経 糸 が 厚 さ 方 向
に 重 ね て 設 け ら れ た 経 糸 多 重 構 造 で は 、 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う 複 数 本 の 経 糸 の 全 て に 各 緯
糸 を 絡 合 さ せ た 緯 糸 一 重 構 造 の 他 に 、 複 数 本 の 経 糸 の 一 部 に 絡 合 す る 緯 糸 が 厚 さ 方 向 に 重
ね て 設 け ら れ た 緯 糸 多 重 構 造 も 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 空 隙 量 を 大 き く 確 保 す る こ と が で き 、 圧 縮 抵 抗 性 や 圧 縮 回
復 性 に 優 れ 、 且 つ 製 造 が 容 易 に な る た め 、 抄 紙 機 の プ レ ス パ ー ト （ 圧 搾 部 ） で 要 求 さ れ る
高 い 搾 水 性 を 有 す る フ ェ ル ト を 安 価 に 製 造 す る 上 で 大 き な 効 果 が 得 ら れ る 。 そ し て 多 重 織
部 及 び 一 重 織 重 合 部 の 割 合 を 変 え る こ と で 、 空 隙 量 を 自 在 に 調 整 す る こ と が で き 、 適 用 さ
れ る 抄 紙 機 の パ ー ト な ど に 応 じ て 要 求 さ れ る 条 件 に 適 合 す る 織 物 を 簡 単 に 製 造 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 一 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 基 布
１ は 、 不 織 繊 維 層 ２ が 積 層 一 体 化 さ れ て 製 紙 用 フ ェ ル ト を 構 成 し 、 製 紙 面 ５ 側 の 第 １ の 経
糸 ３ と 走 行 面 ６ 側 の 第 ２ の 経 糸 ４ と が 厚 さ 方 向 に 重 ね て 設 け ら れ た 経 糸 二 重 構 造 を な し て
い る 。 こ の 基 布 １ は 、 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ３ ・ ４ が 織 機 上 で 打 込 み 糸 と し て 織 り 上 げ ら れ 、
緯 糸 は 織 機 上 で は 経 糸 （ 整 経 糸 ） と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す 例 で は 、 基 布 １ が 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ が 相 互 に 一 体 化 す る よ う に 経 糸 ３ ・ ４
の 双 方 に 緯 糸 １ １ を 絡 合 さ せ た 多 重 織 部 と 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 各 々 に 絡 合 す る 緯 糸 １ ２
・ １ ３ が 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 っ て 一 重 織 の 織 物 層 を ２ 層 重 ね 合 わ せ た 状 態 と な る 一 重 織 重
合 部 と か ら な る 単 位 組 織 の 繰 り 返 し で 構 成 さ れ て お り 、 多 重 織 部 及 び 一 重 織 重 合 部 が そ れ
ぞ れ 丈 方 向 に 緯 糸 １ 本 分 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に 示 す 例 で は 、 基 布 ２ １ が 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 双 方 に 緯 糸 ２ ２ を 絡 合 さ せ た 多 重
織 部 と 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 各 々 に 絡 合 す る 緯 糸 ２ ３ ・ ２ ４ 及 び 緯 糸 ２ ５ ・ ２ ６ が そ れ ぞ
れ 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う 一 重 織 重 合 部 と か ら な る 単 位 組 織 の 繰 り 返 し で 構 成 さ れ て お り 、
多 重 織 部 が 丈 方 向 に 緯 糸 １ 本 分 、 一 重 織 重 合 部 が 丈 方 向 に 緯 糸 ２ 本 分 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 す 例 で は 、 基 布 ３ １ が 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 双 方 に 緯 糸 ３ ２ ・ ３ ３ を そ れ ぞ れ
絡 合 さ せ た 多 重 織 部 と 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 各 々 に 絡 合 す る 緯 糸 ３ ４ ・ ３ ５ が 厚 さ 方 向 に
重 な り 合 う 一 重 織 重 合 部 と か ら な る 単 位 組 織 の 繰 り 返 し で 構 成 さ れ て お り 、 多 重 織 部 が 丈
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方 向 に 緯 糸 ２ 本 分 、 一 重 織 重 合 部 が 丈 方 向 に 緯 糸 １ 本 分 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ に 示 す 例 で は 、 基 布 ４ １ が 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 双 方 に 緯 糸 ４ ２ ・ ４ ３ を そ れ ぞ れ
絡 合 さ せ た 多 重 織 部 と 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 各 々 に 絡 合 す る 緯 糸 ４ ４ ・ ４ ５ 及 び 緯 糸 ４ ６
・ ４ ７ が そ れ ぞ れ 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う 一 重 織 重 合 部 と か ら な る 単 位 組 織 の 繰 り 返 し で 構
成 さ れ て お り 、 多 重 織 部 が 丈 方 向 に 緯 糸 ２ 本 分 、 一 重 織 重 合 部 が 丈 方 向 に 緯 糸 ２ 本 分 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ に 示 す 例 で は 、 基 布 ５ １ が 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 双 方 に 緯 糸 ５ ２ を 絡 合 さ せ た 多 重
織 部 と 、 ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 各 々 に 絡 合 す る 緯 糸 ５ ３ ・ ５ ４ 、 緯 糸 ５ ５ ・ ５ ６ 、 緯 糸 ５ ７
・ ５ ８ 、 及 び 緯 糸 ５ ９ ・ ６ ０ が そ れ ぞ れ 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う 一 重 織 重 合 部 と か ら な る 単
位 組 織 の 繰 り 返 し で 構 成 さ れ て お り 、 多 重 織 部 が 丈 方 向 に 緯 糸 １ 本 分 、 一 重 織 重 合 部 が 丈
方 向 に 緯 糸 ４ 本 分 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 基 布 １ ・ ２ １ ・ ３ １ ・ ４ １ ・ ５ １ で は 、 一 重 織 重 合 部 が 一 重 織 の
織 物 層 を 重 ね 合 わ せ た 構 造 と な っ て い る た め 、 基 布 の 空 隙 量 を 大 き く 確 保 す る と 共 に 優 れ
た 圧 縮 抵 抗 性 及 び 圧 縮 回 復 性 を 得 る こ と が で き 、 同 時 に 多 重 織 部 に お い て 緯 糸 が ２ 本 の 経
糸 ３ ・ ４ を 相 互 に 一 体 化 す る た め 、 一 重 織 重 合 部 の ず れ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 多 重 織 部 及 び 一 重 織 重 合 部 の 配 置 形 態 、 す な わ ち 多 重 織 部 及 び 一 重 織 重 合 部 を そ
れ ぞ れ 丈 方 向 に 緯 糸 何 本 分 形 成 す る か は 、 図 １ ～ 図 ５ の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ
の 他 に も 種 々 の 形 態 が 可 能 で あ る 。 こ こ で 一 重 織 重 合 部 の 割 合 を 大 き く す る と 、 基 布 の 空
隙 量 を 大 き く 確 保 す る と 共 に 圧 縮 抵 抗 性 及 び 圧 縮 回 復 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 逆 に 多
重 織 部 の 割 合 を 大 き く す る と 、 一 重 織 重 合 部 の ず れ 抑 制 効 果 が 向 上 し 、 適 用 さ れ る 抄 紙 機
の パ ー ト な ど 、 基 布 に 要 求 さ れ る 条 件 に 応 じ て 適 宜 に 設 定 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ ～ 図 ８ は 、 図 １ に 示 し た 基 布 の 幅 方 向 の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。 こ れ ら は 、 本 発 明
に よ る 多 重 織 部 及 び 一 重 織 重 合 部 で の 緯 糸 の 経 糸 に 対 す る 絡 合 形 態 の 例 を 示 し た も の で あ
り 、 図 １ の 例 の 他 に 、 図 ２ ～ 図 ５ の 例 を 始 め と し て 、 種 々 の 多 重 織 部 及 び 一 重 織 重 合 部 の
配 置 形 態 と 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ６ （ Ａ ） に 示 す 例 で は 、 多 重 織 部 を 構 成 す る 、 す な わ ち 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う ２ 本 の
経 糸 ３ ・ ４ の 双 方 に 絡 合 す る 緯 糸 １ １ が 、 第 １ の 経 糸 ３ の 上 側 （ 製 紙 面 ５ 側 ） の 位 置 か ら
、 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ３ ・ ４ 間 を 通 っ て 、 第 ２ の 経 糸 ４ の 下 側 （ 走 行 面 ６ 側 ） に 抜 け 出 し 、
さ ら に 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ３ ・ ４ 間 を 通 っ て 、 第 １ の 経 糸 ３ の 上 側 の 位 置 に 至 る よ う に 織 り
込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 他 方 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 、 す な わ ち 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う ２ 本 の 経 糸 ３ ・ ４ の 各
々 に 絡 合 す る 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ は 平 織 り で 織 り 込 ま れ て い る 。 こ の 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ は 、 経 糸
３ ・ ４ に 対 す る 絡 合 形 態 が 上 下 対 称 と な っ て お り 、 緯 糸 １ ２ が 第 １ の 経 糸 ３ の 上 側 を 通 る
位 置 で 、 緯 糸 １ ３ が 第 ２ の 経 糸 ４ の 下 側 を 通 り 、 緯 糸 １ ２ が 第 １ の 経 糸 ３ の 下 側 を 通 る 位
置 で 、 緯 糸 １ ３ が 第 ２ の 経 糸 ４ の 上 側 を 通 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す 例 で は 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ が 、 前 記 の 例 と 同 様
に 平 織 り で 織 り 込 ま れ て い る が 、 こ こ で は 、 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ の 経 糸 ３ ・ ４ に 対 す る 絡 合 形
態 が 上 下 非 対 称 に な っ て お り 、 緯 糸 １ ２ が 第 １ の 経 糸 ３ の 上 側 を 通 る 位 置 で 、 緯 糸 １ ３ が
第 ２ の 経 糸 ４ の 上 側 を 通 り 、 緯 糸 １ ２ が 第 １ の 経 糸 ３ の 下 側 を 通 る 位 置 で 、 緯 糸 １ ３ が 第
２ の 経 糸 ４ の 下 側 を 通 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ７ （ Ａ ） に 示 す 例 で は 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 上 側 の 緯 糸 １ ２ が 、 ３ 本 の 経 糸 ３ の
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下 側 を 通 っ た 後 、 １ 本 の 経 糸 ３ の 上 側 を 通 る ３ ／ １ 組 織 で 織 り 込 ま れ て い る 。 他 方 、 一 重
織 重 合 部 を 構 成 す る 下 側 の 緯 糸 １ ３ は 、 １ 本 の 経 糸 ４ の 下 側 を 通 っ た 後 、 ３ 本 の 経 糸 ４ の
上 側 を 通 る １ ／ ３ 組 織 で 織 り 込 ま れ て お り 、 上 下 の 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ の 経 糸 ３ ・ ４ に 対 す る
絡 合 形 態 が 上 下 対 称 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す 例 で は 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 上 下 の 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ が 、 前 記 の 例
と 同 様 に そ れ ぞ れ ３ ／ １ 組 織 及 び １ ／ ３ 組 織 で 織 り 込 ま れ て い る が 、 こ こ で は 、 上 下 の 緯
糸 １ ２ ・ １ ３ が 、 経 糸 ３ ・ ４ の ２ 本 分 だ け 幅 方 向 に ず ら し た 態 様 で 織 り 込 ま れ て お り 、 経
糸 ３ ・ ４ に 対 す る 絡 合 形 態 が 上 下 非 対 称 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す 例 で は 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 上 下 の 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ が 、 前 記 の 例
と は 逆 に そ れ ぞ れ １ ／ ３ 組 織 及 び ３ ／ １ 組 織 で 織 り 込 ま れ て お り 、 経 糸 ３ ・ ４ に 対 す る 絡
合 形 態 が 上 下 対 称 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ （ Ｄ ） に 示 す 例 で は 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 上 下 の 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ が 、 前 記 の 例
と 同 様 に そ れ ぞ れ １ ／ ３ 組 織 及 び ３ ／ １ 組 織 で 織 り 込 ま れ て い る が 、 こ こ で は 、 上 下 の 緯
糸 １ ２ ・ １ ３ が 、 経 糸 ３ ・ ４ の ２ 本 分 だ け 幅 方 向 に ず ら し た 態 様 で 織 り 込 ま れ て お り 、 経
糸 ３ ・ ４ に 対 す る 絡 合 形 態 が 上 下 非 対 称 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ８ （ Ａ ） に 示 す 例 で は 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 上 側 の 緯 糸 １ ２ が 、 ７ 本 の 経 糸 ３ の
下 側 を 通 っ た 後 、 １ 本 の 経 糸 ３ の 上 側 を 通 る ７ ／ １ 組 織 で 織 り 込 ま れ て い る 。 他 方 、 一 重
織 重 合 部 を 構 成 す る 下 側 の 緯 糸 １ ３ は 、 １ 本 の 経 糸 ４ の 下 側 を 通 っ た 後 、 ７ 本 の 経 糸 ４ の
上 側 を 通 る １ ／ ７ 組 織 で 織 り 込 ま れ て い る 。 さ ら に 上 下 の 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ は 、 経 糸 ３ ・ ４
の ２ 本 分 だ け 幅 方 向 に ず ら し た 態 様 で 織 り 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す 例 で は 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 上 下 の 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ が 、 前 記 の 例
と 同 様 に そ れ ぞ れ ７ ／ １ 組 織 及 び １ ／ ７ 組 織 で 織 り 込 ま れ て い る が 、 こ こ で は 、 上 下 の 緯
糸 １ ２ ・ １ ３ が 、 経 糸 ３ ・ ４ の ４ 本 分 だ け 幅 方 向 に ず ら し た 態 様 で 織 り 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 多 重 織 部 を 構 成 す る 緯 糸 １ １ の 経 糸 ３ ・ ４ に 対 す る 絡 合 形 態 は 、 前 記 の 図 ６ ～ 図
８ に 示 し た 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ の 他 に も 種 々 の 形 態 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 第
１ の 経 糸 ３ の 上 側 の 位 置 か ら 、 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ３ ・ ４ 間 を 通 り 、 さ ら に そ の 隣 の 経 糸 ３
・ ４ 間 を 通 っ て 、 第 ２ の 経 糸 ４ の 下 側 に 抜 け 出 す よ う に 織 り 込 む こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ の 経 糸 ３ ・ ４ に 対 す る 絡 合 形 態 も 、 前 記
の 図 ６ ～ 図 ８ に 示 し た 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ の 他 に も 種 々 の 形 態 が 可 能 で あ る
。 例 え ば 緯 糸 １ ２ の 例 で 説 明 す る と 、 ２ 本 の 経 糸 ３ の 下 側 を 通 っ た 後 、 ２ 本 の 経 糸 ３ の 上
側 を 通 る ２ ／ ２ 組 織 も 可 能 で あ る 。 ま た 上 下 の 緯 糸 １ ２ ・ １ ３ で 異 な る 組 織 と す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 別 の 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 こ の フ ェ
ル ト は 、 基 布 ７ １ に 不 織 繊 維 層 ２ を 積 層 一 体 化 し て な る も の で あ り 、 基 布 ７ １ は 、 第 １ ・
第 ２ ・ 第 ３ の ３ 本 の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ ・ ７ ４ が 厚 さ 方 向 に 重 ね て 設 け ら れ た 経 糸 三 重 構 造 を
な し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 基 布 ７ １ は 、 ３ 本 の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ ・ ７ ４ が 相 互 に 一 体 化 す る よ う に ３ 本 の 経 糸 ７ ２ ・
７ ３ ・ ７ ４ の 全 て に 緯 糸 ８ １ を 絡 合 さ せ た 多 重 織 部 と 、 ３ 本 の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ ・ ７ ４ の 各
々 に 絡 合 す る 緯 糸 ８ ２ ・ ８ ３ ・ ８ ４ が 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 っ て 一 重 織 の 織 物 層 を ３ 層 重 ね
合 わ せ た 状 態 と な る 一 重 織 重 合 部 と か ら な る 単 位 組 織 の 繰 り 返 し で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 図 １ ０ は 、 図 ９ に 示 し た 基 布 の 幅 方 向 の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。 多 重 織 部 を 構 成 す る 緯
糸 ８ １ は 、 第 １ の 経 糸 ７ ２ の 上 側 の 位 置 か ら 、 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ 間 、 及 び 第 ２
・ 第 ３ の 経 糸 ７ ３ ・ ７ ４ 間 を 通 っ て 、 第 ３ の 経 糸 ７ ４ の 下 側 に 抜 け 出 し 、 さ ら に 第 ２ ・ 第
３ の 経 糸 ７ ３ ・ ７ ４ 間 、 及 び 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ 間 を 通 っ て 、 第 １ の 経 糸 ７ ２ の
上 側 の 位 置 に 至 る よ う に 織 り 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 他 方 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 緯 糸 ８ ２ ・ ８ ３ ・ ８ ４ は 、 ３ 本 の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ ・ ７ ４
の 各 々 に 対 し て 平 織 り で 織 り 込 ま れ て い る 。 な お 、 こ の 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 緯 糸 ８ ２
・ ８ ３ ・ ８ ４ の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ ・ ７ ４ に 対 す る 絡 合 形 態 は 、 前 記 の 図 ６ ～ 図 ８ に 示 し た 例
を 始 め と し て 、 種 々 の 形 態 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 別 の 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図 で あ る 。 基 布 ９
１ は 、 前 記 の 図 ９ の 例 と 同 様 に 、 第 １ ・ 第 ２ ・ 第 ３ の ３ 本 の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ ・ ７ ４ が 厚 さ
方 向 に 重 ね て 設 け ら れ た 経 糸 三 重 構 造 を な し て い る が 、 こ こ で は 、 多 重 織 部 に お い て 、 上
側 の ２ 本 の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ に 緯 糸 ９ ２ が 絡 合 す る と 共 に 、 下 側 の ２ 本 の 経 糸 ７ ３ ・ ７ ４ に
緯 糸 ９ ３ が 絡 合 し 、 こ の ２ 本 の 緯 糸 ９ ２ ・ ９ ３ は 厚 さ 方 向 に 重 ね て 設 け ら れ た 緯 糸 二 重 構
造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ２ は 、 図 １ １ に 示 し た 基 布 の 幅 方 向 の 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。 多 重 織 部 を 構 成 す る
上 側 の 緯 糸 ９ ２ は 、 第 １ の 経 糸 ７ ２ の 上 側 の 位 置 か ら 、 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ 間 を
通 っ て 、 第 ２ ・ 第 ３ の 経 糸 ７ ３ ・ ７ ４ 間 の 位 置 に 至 り 、 さ ら に 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ７ ２ ・ ７
３ 間 を 通 っ て 、 第 １ の 経 糸 ７ ２ の 上 側 の 位 置 に 至 る よ う に 織 り 込 ま れ て い る 。 ま た 、 多 重
織 部 を 構 成 す る 下 側 の 緯 糸 ９ ３ は 、 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ 間 の 位 置 か ら 、 第 ２ ・ 第
３ の 経 糸 ７ ３ ・ ７ ４ 間 を 通 っ て 、 第 ３ の 経 糸 ７ ４ の 下 側 に 抜 け 出 し 、 さ ら に 第 ２ ・ 第 ３ の
経 糸 ７ ３ ・ ７ ４ 間 を 通 っ て 、 第 １ ・ 第 ２ の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ 間 の 位 置 に 至 る よ う に 織 り 込 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 他 方 、 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 緯 糸 ９ ４ ・ ９ ５ ・ ９ ６ は 、 前 記 の 図 １ ０ の 例 と 同 様 に 、
３ 本 の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ ・ ７ ４ の 各 々 に 対 し て 平 織 り で 織 り 込 ま れ て お り 、 一 重 織 の 織 物 層
を ３ 層 重 ね 合 わ せ た 状 態 と な っ て い る 。 な お 、 こ の 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 緯 糸 ９ ４ ・ ９
５ ・ ９ ６ の 経 糸 ７ ２ ・ ７ ３ ・ ７ ４ に 対 す る 絡 合 形 態 は 、 前 記 の 図 ６ ～ 図 ８ に 示 し た 例 を 始
め と し て 、 種 々 の 形 態 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ３ は 、 図 １ に 示 し た フ ェ ル ト の 全 体 形 状 を 模 式 的 に 付 記 し た 断 面 図 で あ る 。 図 １ ３
（ Ａ ） は 、 エ ン ド レ ス フ ェ ル ト の 例 を 示 し て お り 、 図 １ ３ （ Ｂ ） は 、 オ ー プ ン エ ン ド フ ェ
ル ト （ シ ー ム 付 き フ ェ ル ト ） の 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ３ （ Ｂ ） に 示 す 例 で は 、 有 端 の フ ェ ル ト の 端 部 に 、 経 糸 ３ ・ ４ の 折 り 返 し に よ り 接
合 ル ー プ １ ０ １ ・ １ ０ ２ が 形 成 さ れ 、 こ の 接 合 ル ー プ １ ０ １ ・ １ ０ ２ を か み 合 わ せ て 形 成
さ れ た 共 通 孔 に 芯 線 １ ０ ３ を 挿 通 し て 、 フ ェ ル ト の 端 部 を 相 互 に 接 合 す る よ う に な っ て い
る 。 こ の よ う に す る と 、 フ ェ ル ト を 抄 紙 機 に 掛 け 入 れ る 際 に 、 有 端 の フ ェ ル ト を フ ェ ル ト
ラ ン に 引 き 込 ん だ 上 で そ の 両 端 部 を 互 い に 接 合 し て 無 端 と す れ ば 良 く 、 掛 け 入 れ 作 業 性 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 特 に こ の 構 成 で は 、 接 合 ル ー プ １ ０ １ ・ １ ０ ２ の 直 近 に 、 多 重 織 部 を 構 成 す る 緯 糸 １ ２
ａ ・ １ ３ ａ を 配 す る と 、 接 合 ル ー プ １ ０ １ ・ １ ０ ２ の 基 部 の 締 め 付 け が 緩 和 さ れ 、 接 合 ル
ー プ １ ０ １ ・ １ ０ ２ の 形 態 を 適 正 化 す る こ と が で き る 。 ま た 緯 糸 １ ２ ａ ・ １ ３ ａ を ス テ ー
プ ル 及 び フ ィ ラ メ ン ト の い ず れ か 一 方 あ る い は 双 方 を 多 数 集 合 さ せ た 集 合 糸 材 か ら な る も
の と す る と 、 不 織 繊 維 層 ２ を 強 固 に 保 持 す る こ と が で き 、 シ ー ム マ ー ク を 抑 制 す る こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 、 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う 経 糸 が ２ 本 あ る い は ３ 本 と な る 織 物 の 例 を 示 し た が 、 本 発
明 は こ れ ら の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 厚 さ 方 向 に 重 な り 合 う 経 糸 が ４ 本 以 上 と な る
織 物 に も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 図 ６ ・ 図 ７ ・ 図 ８ ・ 図 １ ０ ・ 図 １ ２ で は 、 緯 糸 の 絡 合 状 況 を 分 か り 易 く 記 載 す る
た め 、 多 重 織 部 及 び 一 重 織 重 合 部 を 構 成 す る 緯 糸 を 示 す 線 の 太 さ を 変 え て 図 示 し て い る が
、 緯 糸 の 実 際 の 太 さ は 異 な る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に か か る 製 紙 フ ェ ル ト 用 多 重 織 基 布 は 、 空 隙 量 を 大 き く 確 保 す る こ と が で き 、 圧
縮 抵 抗 性 や 圧 縮 回 復 性 に 優 れ 、 且 つ 製 造 が 容 易 に な る 効 果 を 有 し 、 抄 紙 機 の プ レ ス パ ー ト
（ 圧 搾 部 ） で 用 い ら れ る プ レ ス フ ェ ル ト の 基 布 と し て 特 に 有 用 で あ り 、 ま た ワ イ ヤ ー パ ー
ト （ 形 成 部 ） で 用 い ら れ る フ ォ ー ミ ン グ ワ イ ヤ ー 、 ド ラ イ パ ー ト （ 乾 燥 部 ） で 用 い ら れ る
ド ラ イ ヤ ー カ ン バ ス や ド ラ イ ヤ ー フ ェ ル ト の 基 布 、 そ の 他 の 製 紙 用 ベ ル ト な ど と し て も 有
用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 一 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 別 の 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 別 の 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 別 の 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 別 の 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図
【 図 ６ 】 図 １ に 示 し た 基 布 の 一 例 を 示 す 幅 方 向 の 模 式 的 な 断 面 図
【 図 ７ 】 図 １ に 示 し た 基 布 の 別 の 例 を 示 す 幅 方 向 の 模 式 的 な 断 面 図
【 図 ８ 】 図 １ に 示 し た 基 布 の 別 の 例 を 示 す 幅 方 向 の 模 式 的 な 断 面 図
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 別 の 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 し た 基 布 の 幅 方 向 の 模 式 的 な 断 面 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 に よ る フ ェ ル ト 用 基 布 の 別 の 例 を 示 す 丈 方 向 の 断 面 図
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 し た 基 布 の 幅 方 向 の 模 式 的 な 断 面 図
【 図 １ ３ 】 図 １ に 示 し た フ ェ ル ト の 全 体 形 状 を 模 式 的 に 付 記 し た 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
１ ・ ２ １ ・ ３ １ ・ ４ １ ・ ５ １ ・ ７ １ ・ ９ １ 　 基 布
２ 　 不 織 繊 維 層
３ ・ ４ ・ ７ ２ ～ ７ ４ 　 経 糸
１ １ ～ １ ３ ・ ２ ２ ～ ２ ６ ・ ３ ２ ～ ３ ５ ・ ４ ２ ～ ４ ７ ・ ５ ２ ～ ６ ０ ・ ８ １ ～ ８ ４ ・ ９ ２ ～ ９
６ 　 緯 糸
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

(9) JP 2007-204879 A 2007.8.16


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

